
鶴
岡
市
議
会
へ
の
市
の

主
要
事
項
説
明
会
が

日
13

開
か
れ
ま
し
た
。

(

１)

子
育
て
世
代
へ
の
支

援
に
つ
い
て

○
新
た
に
、
０
～
２
歳
児

の
保
育
料
を
、
所
得
制
限

な
く
無
償
化
（
現
在
は
月

額
０
～
５
万
２
０
０
０

円
）。

９
月
分
か
ら
無
償
化
を

実
施
し
、
対
象
は
約
７
５

０
人
で
事
業
費
見
込
み
は

約
１
・
２
億
円
で
す
。

現
在
の
保
育
料
軽
減
策

は
、

①
国
の
多
子
世
帯
負
担
軽

減
が
、
兄
弟
姉
妹
同
時
在

園
：
第
２
子
半
額
、
第
３

子
以
降
無
料

②
県
の
段
階
的
負
担
軽
減

が
、
市
民
税
所
得
割
額
９

万
７
０
０
０
円
未
満
の
世

帯
：
無
料
、
市
民
税
所
得

割
額

万
９
０
０
０
円
未

16

満
の
世
帯
：
軽
減

③
市
独
自
の
多
子
世
帯
負

担
軽
減
が
、

歳
未
満
の

18

子
ど
も
３
人
以
上
の
世
帯

：
第
３
子
以
降
無
料
。

○
新
た
に
５
歳
児
健
康
診

査
の
実
施

子
ど
も
の
発
達
特
性
を

早
期
に
発
見
し
、
小
学
校

就
学
に
向
け
て
円
滑
に
適

応
で
き
る
よ
う
、
令
和
８

年
度
か
ら
実
施
。

現
在
、
市
が
実
施
す
る

乳
幼
児
健
診
等
は
、
４
か

月
児
健
診
、
７
か
月
児
健

康
相
談
、
市
町
村
に
義
務

実
施
の
１
歳
６
か
月
児
健

診
、
３
歳
児
健
診
で
す
。

(

２)

大
規
模
投
資
事
業
の

見
通
し
に
つ
い
て

今
後
予
定
さ
れ
る
藤
島

地
域
義
務
教
育
学
校
、
給

食
セ
ン
タ
ー
等
の
大
規
模

投
資
事
業
に
よ
り
、
特
に

令
和

年
度
か
ら

年
度

10

13

ま
で
の
投
資
事
業
費
の
増

大
が
見
込
ま
れ
る
（
表
）
。

ま
た
、
現
下
の
賃
金
や

物
価
の
高
騰
等
に
よ
る
工

事
価
格
の
上
昇
に
よ
り
、

投
資
事
業
費
全
体
の
引
き

上
げ
が
予
想
さ
れ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
中
で
、
事
業
の
実
施
時

期
の
見
直
し
に
よ
る
投
資

事
業
費
の
平
準
化
や
、
整

備
手
法
の
見
直
し
に
よ
る

経
費
の
抑
制
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

過
去
５
年
間
の
当
初
予

算
の
平
均
は
約

億
円
だ

82

が
、
現
在
の
見
通
し
の
ま

ま
推
移
す
る
と
、
令
和
12

年
度
に
事
業
費
全
体
の
ピ

ー
ク
（
１
２
０
～
１
４
０

億
円
）
が
見
込
ま
れ
る
。

(
３)
新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
整
備
に
つ
い
て

令
和
８
年
４
月
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経

て
、
「
今
後
の
学
校
給
食

の
あ
り
方
及
び
新
鶴
岡
市

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

基
本
計
画
」
を
策
定
・
公

表
。建

設
地
は
、
西
部
周
辺

エ
リ
ア
内
で
複
数
の
建
設

候
補
地
を
抽
出
し
、決
定
。

献
立
作
成
、
食
材
調
達

は
、
引
き
続
き
行
政
が
担

当
す
る
が
、
調
理
は
民
間

委
託
方
式
を
採
用
予
定
。

事
業
方
式
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
（
設
計
・
建
設
・
維

持
管
理
一
括
発
注
方
式
）

を
採
用
予
定
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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新つるおかHP

予
算
案
で
県
民
要
望
・
党
県
議
団
の
提
案
実
現

▽

日
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
案
の

12
概
要
、
令
和
７
年
度
２
月
補
正
予
算
案

等
が
議
会
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
党
県

議
団
の
要
望
が
反
映
し
た
事
業
も
種
々

確
認
で
き
ま
し
た
。

①
訪
問
介
護
事
業
所
が
ゼ
ロ
又
は
１
の

み
の
地
域
等
で
、
通
所
介
護
事
業
所
が

訪
問
機
能
を
追
加
す
る
場
合
、
及
び
訪

問
介
護
事
業
所
が
サ
テ
ラ
イ
ト
（
出
張

所
）
を
設
置
す
る
場
合
に
支
援
。

②
住
民
税
非
課
税
の
高
齢
者
・
障
が
い

者
・
ひ
と
り
親
世
帯
の
エ
ア
コ
ン
設
置

費
用
を
助
成
。

③
避
難
生
活
の
Ｔ
Ｋ
Ｂ
（
ト
イ
レ
、
キ

ッ
チ
ン
、
ベ
ッ
ド
）
充
実
強
化
と
し
て
。

ⅰ)

避
難
所
へ
の
快
適
ト
イ
レ
優
先
供

給
協
定
を
締
結
し
た
事
業
者
へ
の
助

成
。
温
か
い
食
事
の
提
供
の
た
め
に
災

害
時
支
援
活
動
で
の
災
害
支
援
車
優
先

使
用
協
定
を
締
結
し
た
事
業
者
へ
の
助

成
。
良
好
な
睡
眠
環
境
確
保
の
た
め
の

折
り
畳
み

式
簡
易
ベ

ッ
ド
の
導

入
。

ⅱ)

避

難

所
等
の
暑

さ
対
策
と
し
て
、
避
難
所
へ
の
可
搬
式

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
導
入
。

ⅲ)

防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
。

等
で
す
。

①
②
は
党
県
議
団
の
予
算
要
望
で
の
重

要
項
目
で
、
①
は
昨
年

月
議
会
で
私

12

が
質
問
。
③
は
２
０
１
８
年
、
２
０
２

４
年
と
私
が
取
り
上
げ
た
項
目
の
全
面

的
具
体
化
に
あ
た
り
ま
す
（
因
み
に
、

「
Ｔ
Ｋ
Ｂ
」
は
私
が
初
め
て
県
に
提
起

し
ま
し
た
）。

他
に
も
、
県
民
運
動
と
県
議
団
の
共

同
の
積
み
重
ね
の
成
果
と
い
え
る
事
業

が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

米
飯
給
食
は
内
製
化
す

る
が
、
令
和
８
年
３
月
で

パ
ン
ハ
ウ
ス
が
廃
業
す
る

こ
と
か
ら
、
米
飯
設
備
の

一
部
を
既
存
セ
ン
タ
ー
へ

整
備
を
検
討
中
。

令
和

年
度
中
の
供
用

13

開
始
を
目
指
す
。

(

４)

山
形
県
漁
業
協
同
組

合
へ
の
支
援
に
つ
い
て

貯
金
業
務
の
廃
止
に
伴

い
、
漁
業
者
へ
の
貸
出
事

業
の
原
資
が
不
足
す
る
見

通
し
と
な
っ
た
た
め
、
貸

出
事
業
の
継
続
に
向
け

て
、
県
及
び
沿
岸
３
市
町

(

鶴
岡
市
・
酒
田
市
・
遊

佐
町)

が
連
携
し
て
、
県

漁
協
へ
の
資
金
貸
付
を
実

施
す
る
。

(

５)

開
発
公
社
に
対
す
る

費
用
負
担
に
つ
い
て

未
分
譲
団
地
に
つ
い

て
、
借
入
利
子
や
維
持
管

理
費
に
よ
っ
て
開
発
公
社

の
負
担
が
増
大
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
が
負
担
金

を
支
払
い
、
適
切
に
用
地

管
理
を
行
っ
て
い
く
。

約

・
４

に
つ
い

11

ha

て
、約
３
４
０
０
万
円
を
、

令
和
８
年
度
に
負
担
金
と

し
て
開
発
公
社
に
支
払

う
。

(

６)

各
施
設
に
お
け
る
使

用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

賃
金
上
昇
、
物
価
高
騰

等
の
影
響
に
よ
り
、
公
共

施
設
等
の
維
持
管
理
経
費

が
増
大
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
公
共
施
設
等
の

使
用
料
の
見
直
し
を
行

う
。た

だ
し
、
急
激
な
負
担

上
昇
を
抑
え
る
た
め
、
特

別
な
事
情
が
あ
る
も
の
を

除
き
、

％
の
増
を
上
限

30

と
す
る
。

午
前
・
午
後
・
夜
間
の

使
用
区
分
か
ら
、
時
間
単

価
に
移
行
す
る
。

令
和
８
年

月
１
日
か

10

ら
の
改
定
を
基
本
と
し
、

６
か
月
の
周
知
期
間
を
設

け
る
。

(

７)

物
価
高
騰
対
策
に
係

る
市
民
生
活
支
援
に
つ
い

て
生
活
応
援
商
品
券
事
業

は
、
５
０
０
０
円
分
の
紙

の
商
品
券(

５
０
０
円×

枚)

を
、
全
市
民
に
１

10セ
ッ
ト
送
付
（
世
帯
主
あ

て
郵
送
）。

利
用
期
間
は
、
令
和
８

年
４
月

日
～
６
月

日

30

30

（
２
か
月
間
）
予
定

水
道
料
金
の
減
免
は
、

基
本
料
金
を
全
額
減
免

（
例
：
口
径

㎜
の
場
合
、

13

月
１
１
０
０
円[

税
込

み]

）。
期
間
は
、
令
和
８
年
９

月
～
令
和
９
年
２
月
検
針

分
（
６
か
月
分
）。

一
般
的
な
世
帯
で
、
口

径

㎜
の
場
合
６
か
月
６

13
６
０
０
円
の
負
担
減
。

市
は
、
庄
内
広
域
水
道

企
業
団
に
対
し
、
減
免
分

の
収
入
補
填
等
と
し
て
の

負
担
金
を
支
払
う
。

給
食
に
企
業
の
利
益
が

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
運
営
方
式
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
３
月
議
会

で
、
皆
川
治
前
市
長
が
、

「
調
理
業
務
の
民
間
委
託

は
見
直
し
を
行
う
。
」
と

答
弁
し
て
い
ま
し
た
（
３

月
４
日
長
谷
川
剛
議
員
の

総
括
質
問
）。

し
か
し
、
佐
藤
聡
市
長

は
、
「
調
理
は
民
間
委
託

方
式
を
採
用
予
定
」
と
し

ま
し
た
。

民
営
化
は
、
賃
金
と
物

価
の
高
騰
に
企
業
の
利
益

が
加
わ
り
、
教
育
と
し
て

の
学
校
給
食
を
市
場
に
委

ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
校
給
食
発
祥
の
地
の

鶴
岡
市
は
、
教
育
の
公
共

性
を
大
切
に
し
て
、
自
校

直
営
方
式
な
ど
理
想
的
な

学
校
給
食
を
実
現
す
る
べ

き
で
し
ょ
う
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
2月12日入札分

・切添町６号線道路改良工事(債務負担行為)（切添町地内）（入札1業者）
(株)山口工務店 36,300,000円（36,370,000円）

工期～8/7（落札率99.81％）

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
2月3日入札分

・市公共下水道事業 雨水九分溝2113～2148号路面復旧工事（大西町地内）
中止

荘内病院管理課入札結果（ ）内は予定価格
2月9日入札分

・市立荘内病院駐車場２階床等改修工事（入札5業者）
日栄産業(株) 17,980,000円（18,100,000円）工期～3/31（落札率99.34％）
・市立荘内病院LED照明更新工事（入札11業者）
配工電気(株) 16,400,000円（17,050,000円）工期～3/31（落札率96.19％）

1月26日入札分
・市立湯田川温泉リハビリテーション病院監視カメラ設備更新工事
不調

令和８年度国民健康保険税課税限度額の引き上げ

＜現行＞ ＜改正案＞

基礎課税額(医療保険分) ６６万円 ⇒ ６７万円

後期高齢者支援金等分 ２６万円 変更なし

介護保険分 １７万円 変更なし

こども・子育て支援金分 ３万円(新設)

課税限度額合計 ⇒１０９万円 １１３万円

さ
れ
ま
し
た
。

施
策
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
「
直
面
す
る
複
合
的

な
経
営
環
境
」
「
地
域
産

業
と
の
連
携
」
な
ど
で
、

小
規
模
事
業
者
の
状
況
が

厳
し
い
こ
と
へ
の
支
援
、

事
業
継
承
・
後
継
者
づ
く

り
、
障
害
者
雇
用
の
拡
充
、

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
や
、
観

光
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
な
ど

に
つ
い
て
も
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

市
で
は
今
年

月
～

11

12

月
を
目
途
に
、
中
小
企
業

振
興
計
画
の
策
定
を
予
定

し
、
第
５
回
会
議
を
６
月

～
８
月
に
行
い
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
行
い
ま

す
。全

国
の
多
く
の
地
方
自

鶴
岡
市
中
小
企
業
振
興

会
議
（
会
長
・
青
木
孝
弘

東
北
公
益
文
科
大
学
教

授
）
の
第
４
回
会
議
が
10

日
開
催
さ
れ
、
中
小
企
業

振
興
計
画
策
定
に
向
け
た

概
要
・
素
案
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、

「
人
材
不
足
・
流
出
」
で

は
若
者
の
地
元
就
職
率
が

低
く
、
特
に
女
性
の
県
外

流
出
が
深
刻
な
こ
と
に
、

他
自
治
体
で
の
地
域
づ
く

り
の
事
例
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

「
多
様
な
働
き
方
へ
の
対

応
」
と
し
て
は
、
外
国
人

の
受
入
れ
環
境
整
備
、
Ｄ

Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
人

材
育
成
な
ど
の
意
見
が
出

治
体
で
深
刻
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
若
者
・
女
性
の

県
外
流
出
に
は
、
地
方
と

都
市
の
最
低
賃
金
な
ど
の

労
働
環
境
の
格
差
に
加

え
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
・
男
女
の
賃
金
格
差
・

社
会
的
な
格
差
・
差
別
が

要
因
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
問
題
に
着
目
し
、

自
治
体
全
体
で
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
取
組

み
を
進
め
て
い
る
、
兵
庫

県
豊
岡
市
な
ど
の
好
事
例

に
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま

す
。菅

井
巌
議
員
が
傍
聴
し

ま
し
た
。

本
の
紹
介
＝Z

ER
O
G
A
P

と

よ
お
か
編
著
「
若
者
・
女

性
の
流
出
問
題
に
取
り
組

む
７
万
４
０
０
０
人
が
暮

ら
す
、
小
さ
な
行
政
の
組

織
改
革
」

国
保
税
限
度
額
１
１
３

万
円
に
引
き
上
げ
へ

令
和
７
年
度
第
４
回
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

が

日
開
か
れ
、
国
保
税

10
の
課
税
限
度
額
が
１
０
９

万
円
か
ら
１
１
３
万
円
に

引
き
上
げ
の
説
明
が
さ
れ

ま
し
た
。


